
令和３年度 日南市立南郷中学校 学校経営計画書

○ 学校経営ビジョン
「協力」「協調」「協働」をキーワードに、【チーム南郷】として学校教育目標の具現化に努め、保護者や地域に信頼され、一人一人が輝ける学校づくりを目指す。

４段階評価 ［ ４ 期待どおり ３ ほぼ期待どおり ２ 期待を下回る １ 改善を要する ］ 【 成果○ 課題△ 】

具体的（数値）目標 方策・手立て
指標 総合

結果の考察・分析及び改善策 学校関係者評価及びコメント重点目標 評価指標 別
評価

評価

１ 学力の向上 ○ 授業や指導法の工夫・ ○ 「４＋４のチェックポイント」およ ○ 計画的な相互参観授業を通し ３ ○ 学年毎の ICT を活用した研究授業を通 ○ タブレットを活用することは子どもたちの授業へ
（知） 改善 びプラス１チェックによる授業改善に て、指導法の工夫・改善をする。 して様々な活用の仕方を検討し、指導に の興味・関心を高めるとともに、学習内容の理解を

〈各種テストの分析・ICT 努め、ICT 活用やワークシートの工夫 生かすことができた。 深めることにも効果があると思います。教科によっ
◎ 学ぶ意味・ 活用・授業研究〉 についての評価３・４の合計が８０％ ○ 小学校と連携した学習規律「南郷スタ ては活用が難しいかもしれませんが、より多くの授
意義を理解 ○ 学習規律・学習訓練の 以上を目指す。 イル」の作成とポイント制宅習や減点方 業でタブレットが活用されるとよいと思います。
し、自ら学び 徹底 ○ 学習態度育成週間を学期１回実施し、 ○ 学習オリエンテーションや学習 ３ 式の授業態度チェックを実 施すること ○ 職員の方々の努力は見えるが、家庭での習慣の見
に向かう集団 〈二分前着席・一分前黙想、 授業態度評価表での毎日の評価が平均 文化委員会の活動を 工夫し、自 で、学びに向かう生徒の姿勢がわずかな 直し等、保護者の協力が必要だと思う。
の育成をめざ 返事と反応〉 ４以上を目指す。 ら学びに向かう生徒の姿を示す。 2.8 がら改善された。 3.0 ○ 家庭学習は保護者の意識が大きいと思う。
す ○ 家庭学習の質と量の向 ○ 年５回の定期テストにおいて、テス ○ 目標点数や目標勉強時間を立て ２ △ 目標を決めて家庭学習に取り組ませた ○ 学年毎、教科毎の成績を意識して学習に取り組ん

上 ト勉強計画表を工夫し、各教科の平均 て家庭学習に取り組ませること が、継続した指導が必要である。 でいることを聞きました。とても良いことだと思い
〈学習オリエンテーション 勉強時間が１８０分以上になるように で、素点アップ を目指す。 ○ 図書委員の数を増やすことで活動が充 ます。
・テスト勉強計画表〉 指導する。 ○ 図書委員会を中心に図書館利用 ３ 実し、１２月時点で貸出冊数が昨年より ○ 家庭学習の工夫・改善に取り組まれましたが、生
○ 学力を補完する指導内 ○ 校内読書週間を設定し、期間中に１ を呼びかけるととも に、互いに 増加した。 徒、保護者もその必要性は理解しながら実績が残せ
容の充実 回以上は図書館を利用させ、一人２冊 本を紹介し合うことにより、読書 ○ 校内支援委員会と研修を確実に実施し、 なかったように感じます。
〈読書・各種検定〉 以上本を借りさせる。 量を増やす。 支援体制の整備や配慮の確認ができた。 ○ 学力向上は、当校において長年の課題となってお
○ 特別支援教育の充実 ○ 専門機関と連携を図りながら研修会 ○ 日南くろしお支援学校等関係機 ３ ります。今後とも改善を積み重ねていただき、最適

を年３回実施し、個に応じた教育支援 関との情報交換・連携を密にす な指導をお願いします。
の充実に努める。 る。 職員の共通理解を図る。

２ 心の教育の ○ 基本的な生活習慣の育 ○ 毎月実施する生活点検（生徒自らが ○ 生活点検の実施や登下校・授業 ３ ◯ 生活点検を実施することで自分自身の ○ 授業参観をさせていただいた際に、子どもたちの
充実（徳） 成 自分の身なりを点検する）や靴並べ指 時のあいさつ指導、集会指導、靴 服装容儀を整えることができた。 身なりが整っていると感じました。校内ですれ違っ

〈凡事徹底、規範意識の醸 導（脚下照顧）の取り組みにより規範 並べ指導を実践する。 △ あいさつについては、目標であった８ たすべての子どもたちが笑顔で挨拶をしてくれまし
◎ 豊かな人間 成〉 意識の醸成を図り、登下校や授業時の ０％に届いておらず、できる生徒とそう た。登下校の際の交通マナーもしっかり守られてい
性、社会性の あいさつ指導で学校評価アンケートの でない生徒の差があることを感じた。 ると思います。
育成をめざす あいさつの項目で 80％以上を目指す。 ◯ ＩＴアドバイザー派遣事業や弁護 士 ○ コロナ禍の中、意欲的に行事に取り組んでいたと

○ ネットトラブルを防止するために、 ○ 情報モラルに関する職員研修を 出前授業など外部機関を活用して情報モ 思う。ボランティア活動の機会が減ったことは残念
○ 情報モラル教育の充実 毎学期１回の情報モラル教育を実施す 行い、学級活動や生徒指導通信等 ４ ラル教育を実施することができた。 だと思います。
〈情報モラルの向上〉 る。また学級通信や生徒指導通信など を活用した指導を行う。 ◯ 生活アンケートの実施により、いじめ ○ 地域での挨拶も良くなってきているが、自分から

を活用し、保護者への啓発活動を行う。 の早期発見につなげることができた。ア すすんでするのがまだまだ苦手な生徒も多い。
○ 生徒の実態把握をするため、 毎月 ○ 生活アンケートや教育相談を実 ンケート集計結果では、９割近い生徒・ 3.6 ○ 先生方は生徒一人一人に寄り添っていらっしゃる
生活アンケートを実施し、毎週実施す 施し、主任会やいじめ不登校対策 3.5 保護者が適切に応じてもらっていると回 ので、有り難いなと思います。

○ いじめ・不登校問題へ る主任会や毎月実施するいじめ不登校 委員会で対応と支援の検討を行 ４ 答しており、生徒の悩みに寄り添う対応 ○ アンケートや相談の実施が、いじめの早期発見に
の適切な対応 対策委員会で職員の共通理解を図り、 う。 をすることができた。 つながり大変良かったと思います。
〈早期発見・早期対応〉 共通実践へ繋げる。 ◯ 生徒会執行部が中心となり、自主的な ○ 校則について生徒自らが考える機会ができたこと

○ 毎月、中央委員会を実施し、南郷ポ ○ 毎月、中央委員会を実施し、南 清掃活動などに取り組むことができた。 は、生徒自身の成長につながったものと思います。
○ 自主的な生徒会活動の ストなどを積極的に活用しながら学校 郷ポストなどを活用しながら学校 ３ またそれぞれの委員長が中心となり、現
推進 の現状を確認し、生徒主体での活動を の現状を確認し、生徒主体での活 状の問題を解決するために様々な取組を

〈生徒会行事の企画・運営〉 推進し改善を図る。 動を推進しながら改善を図る。 企画しながら活動することができた。

３ 健康・安全 ○ 健康教育の推進 ○ 対象生徒に定期的な体重測定を行い、 ○ 対象生徒に定期的な体重測定を ３ ○ 本校生徒は、体力テストにおいて、持 ○ 南郷中は高台にあるので津波の心配はないと思い
教育の充実 〈歯の治療率の向上・食育 肥満（軽度、高度）の割合を 5 ％以下 行い、体育の授業で有酸素運動を 久力がとても高い結果となった。心肺機 ますが、子どもたちが自宅にいる時や地域にいる時

（体） ・肥満防止・健康相談〉 にする。（令和２年度 初め 7.2％） 推進する。 能が高まる時期に体育の授業や部活動で に災害が発生することもありますので、参観日に親
◎ 自ら健康を ○ 避難場所、避難経路の確認を全校生 ○ 避難場所、避難経路の確認を全 ４ よく走る姿が多くなった。 子で避難法の確認をするのは有効だと思います。
保持し、危機 ○ 安心・安全な環境づく 徒で行い、常時、天災に遭っても避難 校生徒で行い、自分の命を自分で ○ 参観日に親子で災害時の避難の方法を ○ 健康教育・体力の向上の取組については、大変す
意識をもって り できる生徒率 100％を目指す。 守れるようにする。また、引き渡 確認できた。防災に対して様々な体験活 ばらしいと思いますが、社会問題でもあるスマホ・
命を守る行動 〈安全点検・防災教育〉 ○ 年２回の体験的な活動を計画 し、 しカー ドを用いた引き渡し方法 動を通して意識が大変向上した。 タブレットの使用による生活習慣の乱れを家庭との
をとる生徒の 防災意識を高める。 を参観日に保護者と生徒で確認す ○ 新型コロナウイルスの影響で心肺蘇生 連携により改善することが必要だと考えます。
育成をめざす ○ 命の教育の推進 ○ 体力テストの分析結果から自らの体 る機会を作る。 3.5 法の講習は行えなかったが、消火体験は 3.7 ○ コロナのためにいろいろな行事に制限があり残念

〈性教育・救命救急法〉 力の現状を理解し、積極的に運動を行 ○ 職員を対象にした心肺蘇生法の ３ 避難訓練の際、生徒と一緒に職員代表が な思いをしている生徒も多いと思う。
う生徒の割合８５％を目指す。 研修と、火災の避難訓練の際、消 行った。 ○ コロナ対策、大変ですが今後もお願いします。

○ 体力向上の推進 火体験を行う。 ○ 体力向上プランを作成し、来年度に向 ○ スマートフォン等の使用については、生徒の認識
〈部活動の推進〉 ○ 体力テストの結果を分析し、来 ４ けて積極的なアプローチを仕掛けて行き と保護者や教師の認識に違いがあるようですので、

年度の目標値設定を行う。 たい。 生徒に認識の差を示していただければと思います。

４ 家庭・地域 ○ 学校運営協議会の設置 ○ 年３回の学校運営協議会の実施と学 ○ 学校参観や学校評価アンケート ４ ○ 学校運営協議会での話し合いを基に諸 ○ コロナ禍においても家庭・地域との連携を図り、
との連携 と活用 校が抱える課題の解決を目指す。 による分析を行い、学校や地域、 問題の解決に向けて取組むことができた。 工夫ある教育活動が行われていることが素晴らし

子供たちが抱える課題に対しての ○ 学級通信に関しては週一回以上、学力 い。参観率が高くて驚きました。学年通信等による
◎ 家庭や地域 ○ 家庭や地域への情報発 取組を協議する。 の実態等を知らせる学力向上通信やその 参加の呼びかけの成果が現れていると思います。
と連携し、地 信 ○ 学年・学級通信・HP 等による 定期 ○ 生徒の様子を写真等で記録・共 ４ 他の通信も定期的に発行され、積極的な ○ アンケートの結果でも示されている通り、この項
域に誇れる開 的な情報発信を月１回以上を目指す。 有し、通信の作成をしやすいよう 情報発信が行われた。 目については、十分だと思う。ただ、保護者の参観
かれた学校を ○ 授業や学校行事を通し ○ 港の町南郷を知る活動や職場 験学習 にする。 ○ コロナの影響で実施が見送られたもの 率がもう少し上がればと思います。
めざす た日南ふるさと学の充実 等、総合的な学習の時間を中心に地域 ○ 港の町南郷を知る活動や職場 ３ もあったが、シーカヤック体験、美々鯵 ○ 南郷ならではの体験がこれからもできるように思

に根ざした活動や地域素材を利用した 験学習等を通して地域について学 さばき、カツオさばき体験など地域につ います。
活動を学期１回以上実施し、日南ふる ぶ教育活動を行う。 3.6 いて学ぶ教育活動を行うことができた。 3.7 ○ 南郷中の総合は素晴らしいと聞きます。様々な取
さと学の充実を図る。 ○ 保護者の参加を促し、高い参観率で出 組ができるように工夫されて素晴らしい。有り難い

○ ＰＴＡや地域の行事へ ○ 参加の呼びかけを学年通信等で行い、 ○ 参加の呼びかけを学年通信等で 席していただいた。 です。
の積極的参加 参観日の参加率８０％以上、PTA 奉仕 行い、連絡を密に行う。 ３ （第１回…７７％ 第２回…７４％ ○ この重点目標については、全てにおいて、高評価

活動の参加率９０％以上を目指す。 第３回…７４％） となっています。コロナ禍での連携は、困難な場面
○ 地域の人材・教育力を ○ 地域コーディネーターと連携 し、 ○ 地域コーディネーターを活用 ○ 地域コーディネーターと連携して様々 もあったことと察します。今後とも南郷ならではの
授業や行事等で活用 地域人材を活用した取組を年１回以上 し、地域の方々と協力してキャリ な取組を実施し、キャリア教育の充実を 取組をお願いします。

実施する。 ア教育を充実させる。 ４ 図ることができた。

【総 評】

１ 本年度の取組について
「協力」「協調」「協働」を合言葉に生徒・職員が同じ方向を向いて教育活動に取り組んでいる。市内でも一番に校則の見直しに着手するなど「自律型校則」への取組に学校全体の躍動を感じる。

２ 次年度へ向けて
小学校との連携を強化し、「南郷スタイル」の定着を図りながら、教師の授業力向上と生徒の「学力向上」を目指していく。


